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               論   文   の   要   旨 
 
本邦の高血圧者は約 4000 万人にのぼっており、生活習慣の改善による血圧低下を図る必要がある。国民の平均













降圧薬による治療を受けてない者を対象とした。そして、Active 飲料（184 ml、クロロゲン酸類 299 mg、HHQ 0.05 
mg）もしくは Placebo飲料（184 ml、クロロゲン酸類 0 mg、HHQ 0.02 mg）のいずれかを 12週間 1日 1本摂取した。
検査は主に４週毎に測定し、項目は SBP、DBP、脈拍、身長、体重、血液学検査、血液生化学検査、尿検査、虚血
後の反応性充血による血管内皮機能評価及び問診とした。その結果、初期値を共変量とした反復測定のある二元配





ml、クロロゲン酸類 299 mg、HHQ 0.05 mg）もしくは Control 飲料群（184 ml、クロロゲン酸類 299 mg、HHQ 1.69 




比較試験で検証した。被験者は、HHQを低減した Active飲料群（185 ml、クロロゲン酸類 297 mg）もしくは一般市








               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、クロロゲン酸含有コーヒーの血圧改善効果を期待した特定保健用食品（コーヒー飲料）の開発を
行う過程で、クロロゲン酸類のヒト血圧に対する有効性、共存する化合物HHQのヒト血圧への影響、ならびに
HHQ低減コーヒーの過剰摂取による影響を調べた報告である。以上のように、本研究でコーヒーに含まれるク
ロロゲン酸類が血圧改善効果を有する一方で、一般的なコーヒーに含まれるHHQがその効果を阻害することを
見出した。そこでコーヒーからHHQを低減したコーヒーを用いてヒト血圧に対する影響を調べたところ、クロ
ロゲン酸類の血圧改善効果が維持できることを見出し、本コーヒーは一般のコーヒー飲料と同等の安全性を有
していることを明らかにした。とくに血圧改善メカニズムのひとつとして、クロロゲン酸類の血管内皮機能改
善によることを見出したことは評価に値する。特定保健用食品として開発した本コーヒーは、多くの集団で摂
取することが可能であると推察され、本コーヒーの摂取は予防医学的に有用であると考えられる。したがって、
本研究成果は食品の機能性開発に関わる生命産業の発展に大いに寄与するものと思われる。 
平成26年 1月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
